
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
１日(火) 夏休み図書斡旋販売(6/30～7/2)   「あんしんメール」テストメール   児童会・桐発実行委員会 

１年すくすく安全部登校指導 

３日(木) 「初夏の遠足」予備日でしたが、予定通り遠足が実施できましたので、この日は給食です。 

４日(金) ５年学習参観日～宿泊研修報告会～(６時間目) 

８日(火) クラブ活動③ 

９日(水) 全校朝会(各委員会の報告) 

１０日(木) クラブ活動④（３年生も見学） 

１１日(金) ６年学習参観日～修学旅行報告会～(６時間目) 

１５日(火) １年すくすく安全部下校指導 

２３日(水) PTA 環境部校舎内清掃(10:00～) 

２５日(金) １学期終業式（３時間目） 大掃除（４時間目）  全学年給食あり５時間授業 14:10 下校   

２８日(月) 教育研究大会 

２９日(火) 夏期休業開始（８月 20 日(水)まで） 

 

 

 

 

 

北海道教育大学 

附属函館小学校 
 

第４号 

（令和７年６月 30日発行） 

 ５月 24 日（土）に桐の子スポーツ祭を行いました。今年のテーマ「繋(バトン)」に向かって、「異学年の関わり」を大切にし

ながら，子供たちが「自分で判断し，活動をつくる姿」を目指し，実行委員を中心に主体的に取り組むスポーツ祭となりました。

子供たちの振り返りの中からは，「スポーツ祭で学んだことを生かして，これからも頑張りたい」「いつか組リーダーや実行委員

をやってみたい」といった声が各学年から聞こえてきました。スポーツ祭の学びをこれで完結とせず，これからの学びや行事へ

とつなげていけるよう，これからも様々なところで子供たちが考える場面をつくり，行事や学習に取り組んでまいります。今年

度も，子供たちへの励ましの声をはじめ，立ち見観覧や観覧場所の譲り合いなど，たくさんのご協力をいただきましたことに心

より感謝申し上げます。 

 

 

桐の子スポーツ祭を振り返って①～実行委員長から一言～ 

「桐の子スポーツ祭を振り返って」           桐の子スポーツ祭実行委員長 安達 裕信 

 スポーツ祭を振り返って、特に大変だったことが 2つあります。 

 1つ目は、職員提案や全校提案の場面です。実行委員長になった当初は、不安でいっぱいでした。どのように話せばよいのか、どんな準備が必

要なのか、わからないことだらけでした。でも、実行委員の仲間や先生方が支えてくださったおかげで、なんとかやりきることができました。今

思えば、この職員提案がうまくいかなかったら、スポーツ祭本番は、ここまで素晴らしいものにはならなかったかもしれません。 

 2つ目は、前哨戦と本番です。自分は人前に立つととても緊張してしまい、練習でもよく言葉を噛んでしまいました。前哨戦でも思うような声

は出せませんでしたが、その中で出せる全力を尽くしました。本番では、不思議とあまり緊張せず、しっかりと大きな声で挨拶することができ、

「これが実行委員長の姿だ」と、自信をもつことができました。 

 その一方で、組リーダーや実行委員のみんなには、難しいお願いをたくさんしてしまいました。きっと大変なことも多かったと思います。それ

でも、最後まで一緒に走り切ってくれた仲間に、心から感謝しています。本当にありがとう。 

 残された学校生活はわずかですが、後輩にバトンを繋ぐ気持ちを胸に、一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。 

６月 13日(金)に１～４年生の学習参観を実施しました。今年度初めての参観となりまし 

たが、本校の学習の取組の様子を多くの保護者の皆様に見ていただくことができました。 

子供たちは保護者の方に見守られ、緊張感と喜びをもって学習に臨んでいました。お忙し 

い中、ご参加いただきましてありがとうございました。 

なお、５年生は７月４日(金)に「宿泊研修報告会」を、６年生は７月 11日に「修学旅行 

報告会」を行います。５、６年生の保護者の皆様はぜひご参加ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 ６月５日(木)と 12日(木)に３年生 

が特別支援学校との交流学習を行いま 

した。支援学校の小学部の児童とミニ 

運動会で交流を深めました。 

一緒に玉入れをしたり、スポ祭のパ 

フォーマンスを紹介したりして、両校 

にとって貴重な経験になりました。 

 赤組のみなさん、本当にお疲れさまでした！ 

 結果は惜しくも優勝には届きませんでしたが、赤組ならではの「明

るさ・チームワーク・絆」は、順位では表せないほど最高で、心に残

るものでした。 

 中学年や高学年が毎日体育館に足を運び、真剣にパフォーマンス練

習に取り組む姿を見て、低学年の子どもたちも自然と参加するように

なりました。赤組の「やる気」と「情熱」が、しっかりとチーム全体

に伝わっていたのだと思います。 

 そして何よりも、これまでの練習や係活動に「カーディナル」のよ

うに堂々と取り組んできたみなさんの姿は、本当にかっこよかったで

す！ 

 これからも、赤組のみなさんの持つ「底力」で、附属小学校の桐の

子スポーツ祭の伝統をつないでいってくれることを心から願っていま

す。 

 来年も、大切な仲間の存在を胸に、堂々と戦い抜いてください！ 

赤組 組リーダー 木田妃映 森 奏人 

６月９日(月)に児童総会が行われ 

ました。児童会長や各委員長が今年 

度の活動について資料をスクリーン 

に映しながら詳しく説明していまし 

た。各委員会がどうすればよりよい 

附属小にできるのか真剣に考え、計画した内容になっていまし

た。これからの取組がとても楽しみです。 

白組の皆さん、スポーツ祭お疲れ様でした。 

皆さんはスワンのように団結し、最後まで諦めずにやり結果は「１

位」というとても嬉しい結果になりましたね。 

順位はついてしまいましたが、全組全員がテーマである「繋ぐ〜バト

ン〜」にむかってこのスポーツ祭を取り組めていたと思います！本番も

そうでしたが練習は笑顔で教え合い協力して仲間と絆を繋いでいまし

た。６､５､４年生は３､２､１年生のサポートにうまく取り組めていたし

３､２､１年生は６､５､４年生の指示に従いスムーズに動いてくれました

ね！６年生は最後のスポーツ祭でしたが悔いなくできましたか？係会も

大変だと思いますが毎日の組練習に真剣に取り組んでいて皆さん美し

く、かっこよかったです。教える人も毎回丁寧に大きく教えていて最高

に輝いていました。そして、諦めないことの大切さを実感しました。 

これからのスポーツ祭でも 1位を取れるように全力で笑顔で個性あふ

れ、最後までやりきれたと感じられるスポーツ祭をつくりあげられるよ

うに正々堂々頑張ってください！短い練習期間でしたがありがとうござ

いました！      

白組 組リーダー 杉山裕太郎 東出悠月美 

青組のみなさん、本当にお疲れさまでした！ 

 結果は見事「１位」！本当におめでとうございます！これまで、組リー

ダーについてきてくれて、ありがとうございました。パフォーマンスで

は、青組がこれまでつくり上げてきた「良さ」や「団結力」を、しっかり

と表現することができたと思います。高学年や中学年は、低学年に並び方

や動きを言葉や行動で丁寧に伝えてくれていました。低学年はそれを見習

い、自分で考えて行動し、一生懸命に掛け声を出してくれました。その姿

を見て、組リーダーとして本当にうれしく思いました。そして、各学年の

リレーやブロック競技も、どれも素晴らしかったです。すべてが１位だっ

たわけではありませんが、みんなが協力し合い、前向きな声かけで支え合

ってきたからこそ、１位という結果につながったのだと思います。 

 ６年生として最後のスポーツ祭で、青組のみんなと一緒に優勝できたこ

と、本当に誇らしく、うれしかったです。これまで築いてきた仲間との絆

を忘れずに、来年も絶対に、１位を目指してください！２週間、本当にあ

りがとうございました！ 

青組 組リーダー  川口太一  新谷柚乃 

黄組のみなさん、本当にお疲れさまでした！ 

黄組は、最後まで明るくポジティブな姿勢で、スポーツ祭をやりきっ

てくれたと思います。練習のときには、高学年が下級生にやさしく声を

かけたり、丁寧に教えたりしていましたね。中学年は、自分たちで

「今、何をすべきか」を考え、積極的に動いていました。低学年は、話

をしっかり聞き、指示に従って一生懸命に取り組んでくれました。 

最初のころは、1年生にとっては何もかもが初めてで、「どうやって動

けばいいのか」「どう練習すればいいのか」が分からず、なかなかうまく

いかないこともありました。でも、回を重ねるごとに、黄組のみんなが

少しずつ成長し、当たり前のことを自分から行動できるようになってい

きました。明るく、前向きな雰囲気をつくってくれたこと、本当にうれ

しく思います。そして本番では、互いに声をかけ合い、励まし合い、応

援し合う姿がありました。黄組らしい温かさと団結力で、スポーツ祭を

大いに盛り上げてくれました！ 

この仲間と、6年間の最後のスポーツ祭に挑めたことを心からうれし

く思います。2週間、本当にありがとうございました！     

黄色組 組リーダー 髙橋勝輝 盛田笑瑚 

 令和 7年度 研究部長 菅原 拓

日頃より、本校の教育活動、研究推進にご協力いただきありがとうございます。本校では、今年度も引き続き『「新たな価値を

創造する力」の育成を目指して』を研究主題として研究を進めています。また、今年度は副主題を『学びの道筋を描き、つなぐ

子』とし、昨年度の副主題『状況を想定しながら具体的な計画をもつ』を目指して研究を進める中で子供たちが身に付けてきた力

を更に高めていくために、具体的な計画をもつ力、根拠に基づいて判断する力、メリットとデメリットの両方を想定する力、メリ

ットとデメリットの両方について振り返る力を一体的に高めて行くための手立てを検討しています。 

授業だけでなく、学校行事でも、子供たちが「学びの道筋を描き、つなぐ」ことができるよう、計画し取り組んできました。先

日のスポーツ祭では、子供たち自身で道筋を描きながら計画し、次の学年や次の学校生活へつ 

なごうとする姿が見られたことと思います。 

教育研究大会では６本の授業を公開し、これまで進めてきた研究の成果を公開するとともに、 

子供たちにとって価値ある時間となるように準備を進めているところです。 

今年度も、子供たちや保護者の皆様にもアンケートにご協力いただき、教員だけではなく附 

属小学校に携わる全ての人が、子供たちの成長と未来について同じ視点で語り合い、「新たな価 

値を創造する力」の育成を目指していきたいと考えております。引き続き本校の研究活動に対 

するご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

桐の子スポーツ祭を振り返って②～組リーダーから一言～ 

６A体育研究授業 
映像遅延システムを使った 

バスケットボールの話し合いの様子 

パフォーマンスを紹介している様子 


